














要約:  妊娠届時の妊婦、 1歳 6 ケ月児の母親の喫煙率は 27%、21.9%であつた。両親の喫

煙は子どもの呼吸器疾患・症状に悪影響を及ぼしていた。妊婦・母親の約 70%が喫煙防止

教育を受けていたが、胎児・子どもへ与える影響についての知識保有率はまだまだ低く、

知識も浅かった。非喫煙者の方が知識保有率が高く、妊娠を契機に保健・医療機関で指導

を受ける機会が多いことから、妊娠届時に教育・指導を強化することは意義があると考え

られた。


